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２月
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２２日
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厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

 社 会
しゃかい

・援護局
えんごきょく

 障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉部
ふくしぶ

殿
どの

 

 

 

総合
そうごう

福祉部
ふくしぶ

構 成 員
こうせいいん

 

社 団
しゃだん

法人
ほうじん

全国
ぜんこく

肢体
したい

不自由児
ふじゆ うじ

・者
もの
父母
ふ ぼ

の会
かい
連 合 会
れんごうかい

 

理
り

 事
じ

  石
いし

 橋
ばし

  吉
よし

 章
あき

 

 

 

「第
だい
１期
き
作業
さぎょう

チーム
ちーむ

報告書
ほうこくしょ

に対
たい
する厚生

こうせい
労働省
ろうどうしょう

からのコメント
こめんと

」に対
たい
する意見

いけん
を下記
か き

の通
とお

り提
てい

出
しゅつ

いたします。 

ご検討
けんとう

のほど、よろしくお願
ねが
いいたします。 

 

 

記
き

 

 

総合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

は、「 障
しょう
がい者

しゃ
制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

」の下
もと
に設置
せっち

された部会
ぶかい

です。 

同部会
どうぶかい

では、２月
がつ
１５日

にち
の第
だい
１２回

かい
会合
かいごう

で部
ぶ
会長
かいちょう

がコメント
こめんと

したように、国連
こくれん

の「障害者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条約
じょうやく

」と、厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

と障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

違憲
いけん

訴 訟
そしょう

原 告 団
げんこくだん

との「基本
きほん

合意
ごうい

文書
ぶんしょ

」に基
もと
づいて議論

ぎろん
を進
すす
めています。 

また、 平 成
へいせい

２２ 年
ねん
６ 月
がつ
２９ 日

にち
に閣議
かくぎ

決 定
けってい

された「障害者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の推 進
すいしん

のための

基本的
きほんてき

な方向
ほうこう

について」では、総合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

における議論
ぎろん

との整 合 性
せいごうせい

を図
はか
るとしていること、

及
およ
び、「障害者

しょうがいしゃ
の権利
けんり

条約
じょうやく

」を受
う
けて進

すす
められる「障害者

しょうがいしゃ
基本法
きほんほう

」の改 正
かいせい

方向
ほうこう

からも乖離
かいり

しているコメント
こめんと

と考
かんが
えます。 

総合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

は、障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

を改 正
かいせい

する議論
ぎろん

をしているのではなく、これから新
あたら
し

く創
つく
られる新法

しんぽう
、『障害者

しょうがいしゃ
施策
しさく

の根 幹
こんかん

となる「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮称
かしょう

）」の骨格
こっかく

』を議論
ぎろん

しています。 
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新
あたら
しく創

つく
られる新法

しんぽう
が、障害者

しょうがいしゃ
福祉
ふくし

を一歩
いっぽ

も二歩
に ほ

も前
まえ
に進
すす
める、将来

しょうらい
を見据
み す

えたものとな

るように努力
どりょく

をしています。 

貴省
きしょう

におかれましても、上記
じょうき

を踏
ふ
まえご検討

けんとう
いただけるよう切

せつ
に願
ねが
います。 



厚 労 省
こうろうしょう

コメント
こ め ん と

に対
たい

する意見
いけん

と質 問
しつもん

 

 

                      総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

委員
いいん

  茨 木
いばらき

尚子
なおこ

 

 

 2 月
がつ

総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

で説 明
せつめい

のあった「 厚 労 省
こうろうしょう

からのコメント
こ め ん と

」について、以下
い か

の

とおりの意見
いけん

と 質 問
しつもん

を述
の
べさせていただきます。 

 

１． 作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の議論
ぎろん

の基盤
きばん

となっている 論 点 表
ろんてんひょう

及
およ

び委員
いいん

意見
いけん

の 確 認
かくにん

事項
じこう

について 

 

 部会
ぶかい

では、 作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の議論
ぎろん

に入
はい

る前
まえ

に、総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

の 論 点 表
ろんてんひょう

を示
しめ

し、

これを部会
ぶかい

で 確 認
かくにん

したのち、 全 体
ぜんたい

会議
かいぎ

で各 委 員
かくいいん

の意見
いけん

交 流
こうりゅう

を行
おこな

ってきました。

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

は、この 論 点 表
ろんてんひょう

の 分 担
ぶんたん

論 点
ろんてん

と、 全 体
ぜんたい

会議
かいぎ

での議論
ぎろん

の 内 容
ないよう

をふ

まえて検 討
けんとう

しています。今 回
こんかい

、厚 労 省
こうろうしょう

のコメント
こ め ん と

では、この部会
ぶかい

の論 点
ろんてん

に基
もと

づ

く議論
ぎろん

の過
か

程
てい

で 示
しめ

した「自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

に基
もと

づく現 状
げんじょう

からの 留 意 点
りゅういてん

」を 掲
かか

げてお

られます。その後
ご
、部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告
ほうこく

のポイント
ぽ い ん と

を挙
あ
げて、それに対

たい
する 厚 労 省

こうろうしょう

のコメント
こ め ん と

を示
しめ

すという書
か
きぶりになっています。 

 我 々
われわれ

がこれまで部会
ぶかい

で議論
ぎろん

してきた 新
あたら

しい 法 律
ほうりつ

の 論 点
ろんてん

の基盤
きばん

となった①

障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

条 約
じょうやく

② 訴 訟 団
そしょうだん

との基本
きほん

合意
ごうい

文 書
ぶんしょ

③推 進
すいしん

会議
かいぎ

の第
だい

1次
じ

意 見 書
いけんしょ

などについて、 厚 労 省
こうろうしょう

はどのように踏
ふ
まえて 今 回

こんかい
のコメント

こ め ん と
を 示

しめ
されたのかについ

てご 説 明
せつめい

ください。またそれに 基
もと

づいた 総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

の 論 点 表
ろんてんひょう

や、9 月
がつ

までの

全 体 会
ぜんたいかい

での議論
ぎろん

の方 向 性
ほうこうせい

について、どのように踏
ふ
まえて、今 回

こんかい
のコメント

こ め ん と
作 成
さくせい

に 至
いた

ったのかについての説 明
せつめい

も合
あ
わせてお願

ねが
いいたします。 

 

１． 相 談
そうだん

支援
しえん

、支 給
しきゅう

決 定
けってい

チーム
ち ー む

へのコメント
こ め ん と

について 

 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の 提 案
ていあん

（国庫
こっこ

補助
ほじょ

事 業
じぎょう

、人 件 費
じんけんひ

相 当
そうとう

の義務的
ぎむてき

経費
けいひ

など）に

ついて、一 般 的
いっぱんてき

な相 談
そうだん

にかかる財 源
ざいげん

は、「既
すで

に地方
ちほう

自治体
じちたい

が 自
みずか

らの財 源
ざいげん

で実施
じっし

すること（一 般
いっぱん

財 源 化
ざいげんか

）となっていること、「地域
ちいき

主 権
しゅけん

戦 略
せんりゃく

大 綱
たいこう

」等
とう

で示
しめ

され

た地域
ちいき

主 権
しゅけん

の流
なが

れ（補助
ほじょ

金
きん

の一 般
いっぱん

財 源 化
ざいげんか

）を踏
ふ
まえた検 討

けんとう
が必 要

ひつよう
とコメント

こ め ん と
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されています。 

 自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

での 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の設置
せっち

及
およ

び 運 営
うんえい

にかかる費用
ひよう

の 財 源
ざいげん

は地方
ちほう

交 付 税
こうふぜい

であり、自治体
じちたい

の 裁 量 的
さいりょうてき

経費
けいひ

に委
ゆだ

ねられています。これが 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の 不 十 分
ふじゅうぶん

さや地域
ちいき

格差
かくさ

を生
う
んでいるという指摘

してき
が部会

ぶかい
討議
とうぎ

でもありました。また

障 害 者
しょうがいしゃ

の 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

については、 必
かなら

ずしも 市 町 村
しちょうそん

を 単
たん

位
くらい

とするのが

適 当
てきとう

ではなく、広 域
こういき

連 携
れんけい

が必 要
ひつよう

であるということも指摘
してき

されています。 

我 々
われわれ

はそれを踏
ふ
まえて、ニーズ

に ー ず
に 基

もと
づく障 害 者

しょうがいしゃ
支援
しえん

を支
ささ

える 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

について議論
ぎろん

を 重
かさ

ねて、 今 回
こんかい

の提 案
ていあん

をしました。 障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

える

相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

は地域
ちいき

の「 一 般 的
いっぱんてき

な相 談
そうだん

」と定義
ていぎ

され一 般
いっぱん

財 源 化
ざいげんか

されるもの

なのでしょうか。大 綱
たいこう

に 示
しめ

されている「全 国
ぜんこく

画 一 的
かくいつてき

な保険
ほけん

・現 金
げんきん

給 付
きゅうふ

に対
たい

す

るものや地方
ちほう

の自由
じゆう

裁 量
さいりょう

拡 大
かくだい

に寄
き
与
よ
しない義務的

ぎむてき
な負担

ふたん
金
きん

・補助
ほじょ

金
きん

などは、一 括
いっかつ

交付
こうふ

金化
きんか

の 対 象
たいしょう

外
がい

とする」という文 言
ぶんげん

に示
しめ

されている内 容
ないよう

と今 回
こんかい

のコメント
こ め ん と

に

ついての見 解
けんかい

を示
しめ

してください。 

 

２． 改 正 法
かいせいほう

で示
しめ

されている「基 幹 型
きかんがた

相 談
そうだん

センタ
せ ん た

ー」を中 心
ちゅうしん

とする相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の内 容
ないよう

について 

 

 作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

検 討
けんとう

の 途 上
とじょう

で、12 月
がつ

に改
あらた

正 法
まさのり

が 成 立
せいりつ

し、 平 成
へいせい

24 年
ねん

4 月
がつ

から

新
あら

たな 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

がスタート
す た ー と

するスケジュール
す け じ ゅ ー る

が 示
しめ

されています。その 中
なか

で

「基 幹 型
きかんかた

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー

」という機関
きかん

を 中 心
ちゅうしん

に 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の 強 化
きょうか

が

提 案
ていあん

されています。おそらく今後
こんご

基 幹 型
きかんかた

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー

の機能
きのう

などの 詳 細
しょうさい

が

示
しめ

されて行
い
くことと思

おも
いますが、我 々

われわれ
の新

あら
たな法 律

ほうりつ
内 容
ないよう

の 検 討
けんとう

にとって 非 常
ひじょう

に 重 要
じゅうよう

な改 正
かいせい

になると思
おも

われます。ぜひ、現 時 点
げんじてん

でのスケジュール
す け じ ゅ ー る

や改 正
かいせい

内 容
ないよう

の 詳 細
しょうさい

について、説 明
せつめい

を 求
もと

めたいと思
おも

います。また、部会
ぶかい

の検 討
けんとう

する 新 法
しんぽう

との

「つなぎ」についてどのように考
かんが

えておられるのかもお 示
しめ

しください。 

 



 

１． 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

、 推 進
すいしん

会議
かいぎ

意見
いけん

、閣議
かくぎ

決 定
けってい

、基本
きほん

合意
ごうい

等
とう

をふまえた

コメント
こ め ん と

の作 成
さくせい

を 

 2010 年
ねん

年６ 月
がつ

29日付
にちづ

けの閣議
かくぎ

決 定
けってい

「 障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の 推 進
すいしん

のための

基 本 的
きほんてき

な方 向
ほうこう

について」には、以下
い か

の通
とお

り記
しる

している。 

「政府
せいふ

は、 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

の「障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の推 進
すいしん

のため

の基 本 的
きほんてき

な方 向
ほうこう

（第 一 次
だいいちじ

意見
いけん

）」を最 大 限
さいだいげん

に 尊 重
そんちょう

し、下記
か き

のとおり、障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する 条 約
じょうやく

（仮 称
かしょう

）の締 結
ていけつ

に必 要
ひつよう

な国
こく

内 法
ないほう

の整備
せいび

を始
はじ

めとする我
わ
が

国
くに

の 障 害 者
しょうがいしゃ

に係
かかわ

る制度
せいど

の集 中 的
しゅうちゅうてき

な改 革
かいかく

の推 進
すいしん

を図
はか

るものとする」 

 

 ここに記
しる

されている通
とお

り、第 一 次
だいいちじ

意見
いけん

を最 大 限
さいだいげん

尊 重
そんちょう

し、権利
けんり

条 約
じょうやく

の 締 結
ていけつ

に

必 要
ひつよう

な 国
こく

内 法
ないほう

の整備
せいび

をはじめとする制度
せいど

改 革
かいかく

の 一 環
いっかん

として、 現 在
げんざい

の 総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

の議論
ぎろん

があることを確 認
かくにん

しておく必 要
ひつよう

がある。 

 

 にもかかわらず、今 回
こんかい

の 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

のコメント
こ め ん と

には、この閣議
かくぎ

決 定
けってい

に記
しる

され

ている障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

や「最 大 限
さいだいげん

尊 重
そんちょう

」するとされている第 一 次
だいいちじ

意見
いけん

につい

て、一
ひと

つもふれられていない。 

 また、2010 年
ねん

１月
がつ

７日
か
に 障 害 者

しょうがいしゃ
自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

違憲
いけん

訴 訟
そしょう

原 告 団
げんこくだん

・弁 護 団
べんごだん

と国
くに

（ 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

）との 間
あいだ

に結
むす

ばれた基本
きほん

合意
ごうい

文 書
ぶんしょ

も参 照
さんしょう

された節
せつ

は 全
まった

く見受
み う

けられない。 

 

 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が今 回
こんかい

のコメント
こ め ん と

を 作 成
さくせい

するに当
あ
たって、閣議

かくぎ
決 定
けってい

や 自
みずか

ら「国
くに

（ 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

）」として 結
むす

んできた 約 束
やくそく

を履行
りこう

しようとしているのかとの疑念
ぎねん

を

持
も
たせるようなコメント

こ め ん と
となっているのは、政府

せいふ
に対

たい
する信 頼

しんらい
を損

そこ
ないかねないもの

との危惧
き ぐ

を持
も
たざるを得

え
ない。 

 

 他方
たほう

、この 間
あいだ

、 総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

での議論
ぎろん

の 論 点
ろんてん

として 作 成
さくせい

された『「 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

」（ 仮 称
かしょう

）の 論 点
ろんてん

』は、「① 推 進
すいしん

会議
かいぎ

の 第
だい

１次
じ

意 見 書
いけんしょ

＋ 第
だい

３ 回
かい

推 進
すいしん

会議
かいぎ

議事録
ぎじろく

、② 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

本 文
ほんぶん

、③自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

訴 訟
そしょう

基本
きほん

合意
ごうい
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文 書
ぶんしょ

、④民 主 党
みんしゅとう

 

障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

PT 報 告
ほうこく

」を基本
きほん

視点
してん

、根 拠
こんきょ

として作 成
さくせい

されている。 

 これらの基本
きほん

文 書
ぶんしょ

を参 照
さんしょう

することなく、「障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

」の制度
せいど

説 明
せつめい

に

終 始
しゅうし

するコメント
こ め ん と

を厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が 作 成
さくせい

されるならば、議論
ぎろん

はすれ違
ちが

ったままで

あり、生 産 的
せいさんてき

な議論
ぎろん

とならないことは明 白
めいはく

である。 

 あらためて、これらの 文 書
ぶんしょ

をふまえた 生 産 的
せいさんてき

なコメント
こ め ん と

を 作 成
さくせい

することを 求
もと

め

るものである。 

 

 

 

２． 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

19 条
じょう

に 記
しる

されている「パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

」への

アクセス
あ く せ す

確保
かくほ

のためにどのような措置
そ ち

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えるか？ 

 

 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

のコメント
こ め ん と

で障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

が参 照
さんしょう

されていないことから来
く
る

具 体 的
ぐたいてき

な 問 題
もんだい

として、パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

へのアクセス
あ く せ す

確保
かくほ

の措置
そ ち

がふれられて

いないことが、その一
ひと

つの例
れい

としてあげられる。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

19 条
じょう

には、 

「(b) 障 害
しょうがい

のある人
ひと

が、地 域 社 会
ちいきしゃかい

における生 活 及
せいかつおよ

びインクル
い ん く る

ー
ー

ジョン
じ ょ ん

を支援
しえん

するた

めに 並
なみ

びに地 域 社 会
ちいきしゃかい

からの孤立 及
およぶ

び隔離
かくり

を防止
ぼうし

するために 必 要
ひつよう

な 在 宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

、

居 住
きょじゅう

サービス
さ ー び す

その他
た
の地域

ちいき
社 会
しゃかい

支援
しえん

サービス
さ ー び す

（パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

を含
ふく

む。）

にアクセス
あ く せ す

すること」（長瀬
ながせ

・川 島
かわしま

訳
やく

）を確保
かくほ

できるような「効 果 的
こうかてき

かつ適 切
てきせつ

な措置
そ ち

」

を 締 約
ていやく

国
こく

に求
もと

めている。 

 ここに 記
しる

されている、「パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

」を 念 頭
ねんとう

において、 作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

で

は 検 討
けんとう

を 積
つ

み 重
かさ

ね て き た 。 そ の た め の 具 体 的
ぐたいてき

な 方 策
ほうさく

と し て 、

「パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

制度
せいど

」の確 立
かくりつ

に向
む
けて、現 行

げんこう
の 重 度

じゅうど
訪 問
ほうもん

介護
かいご

を 改 革
かいかく

し、充 実
じゅうじつ

発 展
はってん

させる」ということを提 言
ていげん

した。 

 締 約
ていやく

国
こく

に 求
もと

められている「パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

」へのアクセス
あ く せ す

確保
かくほ

のために、

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

としてどのような措置
そ ち

が 必 要
ひつよう

と 考
かんが

えているのか？を 明
あき

らかにすべき

である。 



 

 

 

３．担 当
たんとう

部署
ぶしょ

の 職 務
しょくむ

として作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告
ほうこく

をふまえた財 源
ざいげん

確保
かくほ

に向
む
けた試算

しさん
、

並
なら

びにデータ
で ー た

ーの開示
かいじ

を 

 

 前 述
ぜんじゅつ

の閣議
かくぎ

決 定
けってい

の中
なか

の「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の実 現
じつげん

とインクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

な社 会
しゃかい

の構 築
こうちく

」

では、「 障 害 者
しょうがいしゃ

が自
みずか

ら 選 択
せんたく

する地域
ちいき

への移行
いこう

支援
しえん

や移行後
いこうご

の 生 活
せいかつ

支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

、

及
およ

び 平
びょう

等
どう

な社 会
しゃかい

参加
さんか

を柱
はしら

に据
す
えた施策

しさく
を展 開

てんかい
するとともに、そのために必 要

ひつよう

な 財 源
ざいげん

を確保
かくほ

し、財 政 上
ざいせいじょう

の措置
そ ち

を講
こう

ずるよう努
つと

める」とある。 

 引 用
いんよう

した文 章
ぶんしょう

の最後
さいご

にある 通
とお

り、「 必 要
ひつよう

な財 源
ざいげん

を確保
かくほ

し、財 政 上
ざいせいじょう

の措置
そ ち

を

講
こう

ずるよう努
つと

める」とある部分
ぶぶん

をふまえた、担 当
たんとう

部署
ぶしょ

としての責務
せきむ

を果
は
たすべきであ

る。 

 今 回
こんかい

の 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

のコメント
こ め ん と

では、「 国
くに

の 財 政
ざいせい

支 出
ししゅつ

については、 財 源
ざいげん

に

制 約
せいやく

がある 中
なか

で、他
ほか

の福祉
ふくし

施策
しさく

及
およ

びその他国
たこく

全 体
ぜんたい

の諸 施 策
しょしさく

との間
あいだ

で 均 衡
きんこう

を

図
はか

りながら、実 現
じつげん

可 能 性
かのうせい

や 国 民 的
こくみんてき

な合意
ごうい

の必 要 性
ひつようせい

等
とう

を踏
ふ
まえた検 討

けんとう
」といっ

たことが繰
く
り返

かえ
し述

の
べられている。 

 だとするならば、 今 回
こんかい

の 第
だい

１期
き

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 報 告
ほうこく

を受
う
け止

と
めて、どの程度

ていど
の

財 源
ざいげん

が必 要
ひつよう

になっていくのか、その試算
しさん

、 並
なら

びにその基礎
き そ

となるデータ
で ー た

ーの開示
かいじ

を

担 当
たんとう

部署
ぶしょ

として責 任
せきにん

をもって行
おこな

うべきである。 

 

 総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

・作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告
ほうこく

に対
たい

して、厚 労 省
こうろうしょう

として色 々
いろいろ

な意見
いけん

や 思
おも

いがあるのかも分
わ
からないが、 推 進

すいしん
会議
かいぎ

や 総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

を意識
いしき

するあまり、

障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の 前 進
ぜんしん

という 肝 心
かんじん

な 点
てん

を 見 失
みうしな

わないようにしてほしい。 推 進
すいしん

会議
かいぎ

・ 総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

の構
かまえ

成 員
せいいん

も、 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

も 障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

を 少
すこ

しで

も 向 上
こうじょう

させていくために努 力
どりょく

するという点
てん

では同
おな

じ立場
たちば

にあるべきであろう。 

 現 在
げんざい

、 社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

と 税
ぜい

の 一 体
いったい

改 革
かいかく

の議論
ぎろん

が政府
せいふ

で 進
すす

められようとしている

時
とき

に、 先 進 国
せんしんこく

の 中
なか

でも低位
ていい

水 準
すいじゅん

にある 障 害 者
しょうがいしゃ

予算
よさん

を確保
かくほ

していくために、

総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

メンバ
め ん ば

ーと 協 力
きょうりょく

関 係
かんけい

をもって、 誠 実
せいじつ

に作 業
さぎょう

を進
すす

めていくことを



お 願
ねが

いしたい。 



２月
がつ

の総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

部会
ぶ か い

における厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

の

「コメント
こ め ん と

」に関
かん

する質問
しつもん

 

 

竹 端
たけばた

寛
ひろし

（ 山 梨
やまなし

学 院
がくいん

大 学
だいがく

） 

 

１，「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

」を 保 障
ほしょう

するための、 国
くに

の義務的
ぎむてき

な役 割
やくわり

はどの程度
ていど

のもの

だとお考
かんが

えですか？ 

 

今 回
こんかい

のコメント
こ め ん と

において、何度
なんど

か「地域
ちいき

主 権
しゅけん

戦 略
せんりゃく

大 綱
たいこう

」を根 拠
こんきょ

に、部会
ぶかい

の

提 案
ていあん

については「この 流
なが

れを踏
ふ
まえた 検 討

けんとう
が 必 要

ひつよう
」という、否 定 的

ひていてき
とも取

と
れる

コメント
こ め ん と

を出
だ
しておられます。 一 方

いっぽう
、 昨 年

さくねん
６月

がつ
に閣議

かくぎ
決 定
けってい

された 大 綱
たいこう

において

は、「ひも付
つ
き補助

ほじょ
金
きん

の 一 括
いっかつ

交付
こうふ

金化
きんか

」の 中
なか

で、「 全 国
ぜんこく

画 一 的
かくいつてき

な保険
ほけん

・ 現 金
げんきん

給 付
きゅうふ

に対
たい

するものや地方
ちほう

の自由
じゆう

裁 量
さいりょう

拡 大
かくだい

に寄
き
与
よ
しない義務的

ぎむてき
な負担

ふたん
金
きん

・補助
ほじょ

金
きん

などは、一 括
いっかつ

交付
こうふ

金化
きんか

の 対 象
たいしょう

外
がい

とする」と書
か
かれています。 

障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条
じょう

約
やく

１９条
じょう

で言
い
われている「地域

ちいき
生 活
せいかつ

の権利
けんり

」を守
まも

るための施策
しさく

とは、その最 低 限
さいていげん

のものは「義務的
ぎむてき

な負担
ふたん

金
きん

・補助
ほじょ

金
きん

」として、全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

に 保 障
ほしょう

すべきであり、地方
ちほう

の裁 量
さいりょう

に任
まか

せるのは、 最 低 限
さいていげん

の義務
ぎ む

を果
は
たした 上

うえ
での、 ＋

ぷらす

α
あるふぁ

の部分
ぶぶん

であると私
わたし

は考
かんが

えます。    

厚 労 省
こうろうしょう

はこの点
てん

をどうお考
かんが

えですか？ 

 

 

２，作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の議論
ぎろん

の経過
けいか

を踏
ふ
まえて、誠 実

せいじつ
なコメント

こ め ん と
を 

 

第 一 期
だいいちき

の「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の見直
みなお

しと自治体
じちたい

の役 割
やくわり

」作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

において

は、 一
ひと

つ 一
ひと

つの地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

について、そのメリット
め り っ と

・デメリット
で め り っ と

を比較
ひかく

検 討
けんとう

した上
うえ

で、最 終 的
さいしゅうてき

に「できる限
かぎ

り自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

、義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

」した 方
かた

が

よい、という結 論
けつろん

をだしました。例
たと

えば、移動
いどう

支援
しえん

やコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

、補
たすく

装具
そうぐ

に 関
かん

しても、 現 行
げんこう

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

で 行
おこな

っている 内 容
ないよう

のメリット
め り っ と

・

デメリット
で め り っ と

について、利用
りよう

する当 事 者
とうじしゃ

代 表
だいひょう

や自治体
じちたい

の長
ちょう

の立場
たちば

など、様 々
さまざま

な立場
たちば

か
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ら議論
ぎろん

をし、上 記
じょうき

の結 論
けつろん

に至
いた

っています。これは議事録
ぎじろく

を読
よ
んで 頂

いただ
ければご理解

りかい
頂
いただ

けると思
おも

います。 

一 方
いっぽう

、厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

のコメント
こ め ん と

では、「それぞれのメリット
め り っ と

を踏
ふ
まえて、サービス

さ ー び す
毎
ごと

に 検 討
けんとう

される 必 要
ひつよう

があると 考
かんが

えます」と書
か
かれています。まず、 私

わたし
たちのチーム

ち ー む
の

３ 回
かい

の議論
ぎろん

をきちんと 確 認
かくにん

されましたか？ その 上
うえ

で、どこが具 体 的
ぐたいてき

にどのように

「メリット
め り っ と

よりデメリット
で め り っ と

が 大
おお

きい」ので、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

に残
のこ

したい、という

主 張
しゅちょう

なのでしょうか？ 私
わたし

たちの議論
ぎろん

を踏
ふ
まえる事

こと
なく、現 行

げんこう
制度
せいど

の枠組
わくぐ

みを守
まも

るために、 法
ほう

施行
しこう

時
じ
から 厚 生

こうせい
労 働 省
ろうどうしょう

が 説 明
せつめい

している 内 容
ないよう

について、その後
ご
の

実 態
じったい

を踏
ふ
まえることなく主 張

しゅちょう
をしておられませんか？ 私

わたし
たちの議論

ぎろん
を踏

ふ
まえた上

うえ

で、 改
あらた

めて地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の方
かた

がメリット
め り っ と

は 大
おお

きい、という 根 拠
こんきょ

を 明 確
めいかく

に

お知
し
らせ下

くだ
さい。 

 

 

３，今 回
こんかい

の留 意 点
りゅういてん

・コメント
こ め ん と

は上 位
じょうい

規定
きてい

ですか？ 

 

今 回
こんかい

の厚
あつし

労 省
ろうしょう

の「コメント
こ め ん と

」の書
か
きぶりは、「厚 労 省

こうろうしょう
が示

しめ
した主

しゅ
な 留 意 点

りゅういてん
」

「部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の報 告
ほうこく

のポイント
ぽ い ん と

」「厚 労 省
こうろうしょう

の主
しゅ

なコメント
こ め ん と

」と３つが 並
なら

んで

います。これを普通
ふつう

に見
み
れば、「厚 労 省

こうろうしょう
の留 意 点

りゅういてん
」に対

たい
して、「作 業

さぎょう
チーム
ち ー む

の報 告
ほうこく

のポイント
ぽ い ん と

」がずれている部分
ぶぶん

を、「厚 労 省
こうろうしょう

が主
しゅ

なコメント
こ め ん と

」として出
だ
した、と受

う
け取

と

る 事
こと

ができます。まず、この認 識
にんしき

でいいのでしょうか？ 

厚 労 省
こうろうしょう

の「留 意 点
りゅういてん

」とは、本 来
ほんらい

、『「障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

」（仮 称
かしょう

）の論 点
ろんてん

』

に 関
かん

しての「 留 意 点
りゅういてん

」です。また部会
ぶかい

の議論
ぎろん

の基本
きほん

は、上 記
じょうき

の「論 点
ろんてん

」にあり

ます。上 記
じょうき

の「論 点
ろんてん

」について納 得
なっとく

しておられないのかもしれませんが、この「 論 点
ろんてん

」

に沿
そ
うことなく、 厚 労 省

こうろうしょう
が出

だ
された「 留 意 点

りゅういてん
」のみに 基

もと
づいて、それに沿

そ
わない

「 作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の報 告
ほうこく

」に 関
かん

しては、「コメント
こ め ん と

」として反 論
はんろん

する、というのは、部会
ぶかい

の議論
ぎろん

の流
なが

れに 反
かえ

してはいませんか？ さらには、この留 意 点
りゅういてん

・コメント
こ め ん と

は、部会
ぶかい

の

総意
そうい

で決
き
めた「論 点

ろんてん
」よりも 上 位

じょうい
に規定

きてい
されているもの、と厚 労 省

こうろうしょう
はお考

かんが
えです

か？  

その点
てん

についての厚 労 省
こうろうしょう

のお考
かんが

えをお聞
き
かせ下

くだ
さい。 



以 上
いじょう

 



 

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

コメント
こ め ん と

について 

                           山 本
やまもと

眞
ま
理
り

 

 

大 前 提
だいぜんてい

として、障 害 者
しょうがいしゃ

改 革
かいかく

推 進
すいしん

本部
ほんぶ

は「１ 障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する 条 約
じょうやく

（ 仮 称
かしょう

）の締 結
ていけつ

に必 要
ひつよう

な 国
こく

内 法
ないほう

の整備
せいび

を 始
はじ

めとする我
わ
が 国

くに
の障 害 者

しょうがいしゃ
に 係

かかわ

る制度
せいど

の集 中 的
しゅうちゅうてき

な改 革
かいかく

を行
おこな

い、関 係
かんけい

行 政
ぎょうせい

機関
きかん

相 互 間
そうごかん

の 緊 密
きんみつ

な連 携
れんけい

を確保
かくほ

しつつ、 障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の 総 合 的
そうごうてき

かつ効 果 的
こうかてき

な 推 進
すいしん

を図
はか

るため、 内 閣
ないかく

に 障
しょう

が

い 者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

本部
ほんぶ

（以下
い か

「本部
ほんぶ

」という。）を設置
せっち

する。」としており、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の 国 内
こくない

履行
りこう

に向
む
けての制度

せいど
改 革
かいかく

のために設
もう

けられている。 

したがって改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

も更
さら

にその 下
した

にある、総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

も障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の履行
りこう

のための国 内 法
こくないほう

整備
せいび

を目 的
もくてき

としているはずだ。 

２１世紀
せいき

最 初
さいしょ

の人 権
じんけん

条 約
じょうやく

である 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

は障 害 者
しょうがいしゃ

にのみ 新
あたら

しい

人 権
じんけん

を認
みと

めたものではなく、すでにすべての 人
ひと

に 認
みと

められている 人 権
じんけん

を 実 質 的
じっしつてき

に 障 害 者
しょうがいしゃ

に保 障
ほしょう

するための条 約
じょうやく

であり、人 権
じんけん

問 題
もんだい

である 以 上
いじょう

財 政
ざいせい

問 題
もんだい

に

より左右
さゆう

されてはならない。人 権
じんけん

の視点
してん

から総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）も議論
ぎろん

されるべ

きである。 

なおもうひとつの 前 提
ぜんてい

として、 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の言
い

う 中 立 性
ちゅうりつせい

・ 公 平 性
こうへいせい

・

客 観 性
きゃくかんせい

および 限
かぎ

られた国費
こくひ

というなら、まず 心 神
しんしん

喪 失 者
そうしつしゃ

等
とう

医 療
いりょう

観 察 法
かんさつほう

の

廃止
はいし

。 

心 神
しんしん

喪 失 者
そうしつしゃ

等
とう

医 療
いりょう

観 察 法
かんさつほう

は 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

以外
いがい

何
なに

の 立 法
りっぽう

事実
じじつ

も

ない法 律
ほうりつ

であり、差別
さべつ

と 偏
へん

見
けん

を国家
こっか

が作
さく

出
しゅつ

助 長
じょちょう

し、更
さら

に 何
なに

の効果
こうか

ももたらさ

ずひたすら 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

を作
つく

り出
だ
している 法 律

ほうりつ
であり、毎 年

まいとし
２００ 億 円

おくえん
以 上
いじょう

の費用
ひよう

が５ 年 間
ねんかん

積
つ
み上

あ
げられ、 更

さら
に施設

しせつ
収 容
しゅうよう

の１ 割
わり

が長 期 化
ちょうきか

することは 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

も 公 言
こうげん

しており、この金 額
きんがく

は青 天 井
あおてんじょう

で伸
の
びていく。廃止

はいし
しかない 

 

１ 「法
ほう

と理念
りねん

」部会
ぶかい

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

  

 ○地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

保 障 法
ほしょうほう

としての理念
りねん

規定
きてい

は必須
ひっす

 

 ○権 利 法
けんりほう

としての位置
い ち

づけにより、更
さら

にすべての法 律
ほうりつ

への波 及
はきゅう

効果
こうか

が 必 要
ひつよう
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 ○国 民
こくみん

の合意
ごうい

はまさに政府
せいふ

が主 導
しゅどう

して得
え
るべきこと 

 ○ 障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

について、 全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

で 透 明
とうめい

で 公 平
こうへい

な手続
てつづ

きを 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

は 主 張
しゅちょう

している。定義
ていぎ

が 全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

であっても、個別
こべつ

の障 害 者
しょうがいしゃ

が求
もと

める支援
しえん

が 全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

に支 給
しきゅう

される担保
たんぽ

がなければ、何
なに

の意味
い み

もない 

  国
くに

の責務
せきむ

、およびナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

は必須
ひっす

 

 ○そもそも 新 法
しんぽう

へのアクセス
あ く せ す

を権利
けんり

として 保 障
ほしょう

するためには 相 談
そうだん

支援
しえん

は義務
ぎ む

で

はなく、この 法
ほう

の求
もと

める権利
けんり

保 障
ほしょう

のための支援
しえん

として、権利
けんり

として規定
きてい

される

必 要
ひつよう

があり、それについては全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

であるべき 

 ○自立
じりつ

支 援 法 下
しえんほうした

の 申 請 権
しんせいけん

侵 害
しんがい

は看過
かんか

し得
え
ない 状 況

じょうきょう
であり、 何

なん
らかの歯止

は ど
め

は必須
ひっす

 

 

２ 「施設
しせつ

体 系
たいけい

～訪 問
ほうもん

系
けい

」チーム
ち ー む

について 

 ○ 条 約
じょうやく

の以下
い か

をかんがみれば、 他
ほか

のものと 平 等
びょうどう

な権利
けんり

としての 介 助
かいじょ

保 障
ほしょう

は

当 然
とうぜん

であり、財 政
ざいせい

を理由
りゆう

として制 限
せいげん

はあってはならない 

前 文
ぜんぶん

   

(c) すべての 人 権
じんけん

及
およ

び基 本 的
きほんてき

自由
じゆう

の普 遍 性
ふへんせい

、不可分
ふかぶん

性
せい

、相互
そうご

依 存 性
いぞんせい

及
およ

び相互
そうご

関 連 性
かんれんせい

、 並
なら

びに 障 害
しょうがい

のある 人
ひと

に 対
たい

してすべての 人 権
じんけん

及
およ

び基 本 的
きほんてき

自由
じゆう

の

差別
さべつ

のない完 全
かんぜん

な 享 有
きょうゆう

を保 障
ほしょう

する必 要 性
ひつようせい

を再 確 認
さいかくにん

し、 

（なお 外 務 省
がいむしょう

のサイト
さ い と

人 権
じんけん

外 交
がいこう

「 人 権
じんけん

外 交
がいこう

 日本
にほん

の基 本 的
きほんてき

立場
たちば

」 以下
い か

に

も http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jinken.html 

「（3）市 民 的
しみんてき

、政 治 的
せいじてき

、経 済 的
けいざいてき

、社 会 的
しゃかいてき

、文 化 的
ぶんかてき

権利
けんり

等
とう

すべての人 権
じんけん

は不可分
ふかぶん

、

相互
そうご

依 存 的
いぞんてき

かつ相互
そうご

補 完 的
ほかんてき

であり、あらゆる 人 権
じんけん

・権利
けんり

をバランス
ば ら ん す

良
よ
く擁護

ようご
・

促 進
そくしん

する必 要
ひつよう

があること。」と明記
めいき

されている 

第
だい

3 条
じょう

 一 般
いっぱん

原 則
げんそく

 

 この条 約
じょうやく

の 原 則
げんそく

は、次
つぎ

のとおりとする。 

(a) 固有
こゆう

の尊 厳
そんげん

、個人
こじん

の自律
じりつ

（自
みずか

ら選 択
せんたく

する自由
じゆう

を含
ふく

む。）及
およ

び人
ひと

の自立
じりつ

に対
たい

す

る 尊 重
そんちょう

 

第
だい

5 条
じょう

 平 等
びょうどう

及
およ

び非差別
ひさべつ

〔無差別
むさべつ

〕 

第
だい

19 条
じょう

 自立
じりつ

した生 活
せいかつ

〔生 活
せいかつ

の自律
じりつ

〕及
およ

び地域
ちいき

社 会
しゃかい

へのインクルージョン
い ん く る ー じ ょ ん

 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jinken.html


 この 条 約
じょうやく

の 締
てい

約
やく

国
こく

は、 障 害
しょうがい

のあるすべての 人
ひと

に 対
たい

し、 他
ほか

の者
もの

と 平
びょう

等
どう

の

選 択
せんたく

の自由
じゆう

をもって地域
ちいき

社 会
しゃかい

で生 活
せいかつ

する平 等
びょうどう

の権利
けんり

を認
みと

める。 締 約
ていやく

国
こく

は、

障 害
しょうがい

のある 人
ひと

によるこの権利
けんり

の 完 全
かんぜん

な 享 有
きょうゆう

並
なら

びに地域
ちいき

社 会
しゃかい

への 障 害
しょうがい

のある

人
ひと

の 完 全
かんぜん

なインクルージョン
い ん く る ー じ ょ ん

及
およ

び参加
さんか

を容易
ようい

にするための 効 果 的
こうかてき

かつ 適 切
てきせつ

な

措置
そ ち

をとるものとし、特
とく

に 次
つぎ

のことを確保
かくほ

する。 

(a) 障 害
しょうがい

のある 人
ひと

が、他
ほか

の 者
もの

との平 等
びょうどう

を基礎
き そ

として、 居 住 地
きょじゅうち

及
およ

びどこで誰
だれ

と

生 活
せいかつ

するかを選 択
せんたく

する機会
きかい

を有
ゆう

すること、並
なら

びに特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

で 生 活
せいかつ

す

るよう義務
ぎ む

づけられないこと。 

(b) 障 害
しょうがい

のある人
ひと

が、地 域 社 会
ちいきしゃかい

における 生 活 及
せいかつおよぶ

びインクル
い ん く る

ージョン
じ ょ ん

を支援
しえん

するた

めに 並
なら

びに地 域 社 会
ちいきしゃかい

からの孤立
こりつ

及
およ

び隔離
かくり

を防止
ぼうし

するために 必 要
ひつよう

な在 宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

、

居 住
きょじゅう

サービス
さ ー び す

その他
た
の地域

ちいき
社 会
しゃかい

支援
しえん

サービス
さ ー び す

（パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

を含
ふく

む。）

にアクセス
あ く せ す

すること。 

(c) 一 般
いっぱん

住 民 向
じゅうみんむ

けの地域
ちいき

社 会
しゃかい

サービス
さ ー び す

及
およ

び施設
しせつ

〔設備
せつび

〕が、 障 害
しょうがい

のある 人
ひと

に

とって他
ほか

の者
もの

との平 等
びょうどう

を基礎
き そ

として利用
りよう

可能
かのう

であり、かつ、障 害
しょうがい

のある人
ひと

の必 要
ひつよう

〔ニーズ
に ー ず

〕に応
おう

ずること。 

 

３ 「医 療
いりょう

」 合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

について 

○「 新
あら

たな地域
ちいき

精 神
せいしん

保健
ほけん

医 療
いりょう

体 制
たいせい

の 構 築
こうちく

に向
む
けた 検 討

けんとう
チーム
ち ー む

」はあくまで

障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

、１２条
じょう

、１４条
じょう

、１５条
じょう

、１７条
じょう

、１９条
じょう

、２５条
じょう

、２６条
じょう

を 元
もと

に検 討
けんとう

されるべきであり、そうした宣 言
せんげん

を厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

はすべきである 

 


